
政
令
第

号

宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
令
及
び
都
市
計
画
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
宅
地
造
成
等
規
制
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）
第
九
条
第
一
項
及
び
第
十
五
条
第
二
項
並
び
に
都

市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
三
条
第
二
項
（
同
法
第
三
十
五
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
三
号
中
「
地
表
水
」
の
下
に
「
又
は
地
下
水
（
以
下
「
地
表
水
等
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
「
又
は
崩
壊
」

を
「
、
崩
壊
又
は
滑
り
」
に
、
「
締
固
め
」
を
「
、
お
お
む
ね
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
厚
さ
の
層
に
分
け
て
土
を
盛

り
、
か
つ
、
そ
の
層
の
土
を
盛
る
ご
と
に
、
こ
れ
を
ロ
ー
ラ
ー
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
建
設
機
械
を
用
い
て
締
め
固
め
る
と

と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
地
滑
り
抑
止
ぐ
い
等
の
設
置
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
中
「
お
い
て
は
、
雨
水
そ
の
他
の
地
表
水
」
を
「
お
い
て
、
地
表
水
等
に
よ
り
崖
崩
れ
又
は
土
砂
の
流
出
が
生

ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
地
表
水
等
」
に
改
め
、
「
、
必
要
に
応
じ
」
を
削
り
、
同
条
第
二
号
た
だ
し
書
中
「
雨



水
を
排
除
す
べ
き
も
の
に
つ
い
て
」
を
「
崖
崩
れ
又
は
土
砂
の
流
出
の
防
止
上
支
障
が
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
専
ら
雨
水

そ
の
他
の
地
表
水
を
排
除
す
べ
き
排
水
施
設
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
雨
水
そ
の
他
の
地
表
水
」
を
「
地
表
水
等
」
に

改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
そ
の
暗
渠
」
を
「
専
ら
雨
水
そ
の
他
の
地
表
水
を
排
除
す
べ
き
排
水
施
設
は
、
そ
の
暗
渠
」
に
改

め
る
。

第
十
八
条
中
「
雨
水
そ
の
他
の
地
表
水
」
を
「
地
表
水
等
」
に
改
め
る
。

（
都
市
計
画
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

都
市
計
画
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
四
年
政
令
第
百
五
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
三
条
の
二
の
見
出
し
を
「
（
開
発
行
為
を
行
う
の
に
適
当
で
な
い
区
域
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
三
十
三
条
第

一
項
第
八
号
」
の
下
に
「
（
法
第
三
十
五
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

第
二
十
三
条
の
三
の
見
出
し
を
「
（
樹
木
の
保
存
等
の
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
設
計
が
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
開
発
行
為
の
規
模
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
三
十
三
条
第
一
項
第
九
号
」
の
下
に
「
（
法
第
三
十
五
条
の
二
第
四
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

第
二
十
三
条
の
四
の
見
出
し
を
「
（
環
境
の
悪
化
の
防
止
上
必
要
な
緩
衝
帯
が
配
置
さ
れ
る
よ
う
に
設
計
が
定
め
ら
れ
な



け
れ
ば
な
ら
な
い
開
発
行
為
の
規
模
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
三
十
三
条
第
一
項
第
十
号
」
の
下
に
「
（
法
第
三
十
五
条

の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

第
二
十
四
条
の
見
出
し
を
「
（
輸
送
の
便
等
か
ら
み
て
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
開
発
行
為
の
規
模

）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
三
十
三
条
第
一
項
第
十
一
号
」
の
下
に
「
（
法
第
三
十
五
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

第
二
十
四
条
の
二
の
見
出
し
を
「
（
申
請
者
に
自
己
の
開
発
行
為
を
行
う
た
め
に
必
要
な
資
力
及
び
信
用
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
開
発
行
為
の
規
模
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
三
十
三
条
第
一
項
第
十
二
号
」
の
下
に
「
（
法
第
三
十
五
条
の
二
第

四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

第
二
十
四
条
の
三
の
見
出
し
を
「
（
工
事
施
工
者
に
自
己
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
を
完
成
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
能

力
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
開
発
行
為
の
規
模
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
三
十
三
条
第
一
項
第
十
三
号
」
の
下
に
「
（
法
第

三
十
五
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

第
二
十
五
条
の
前
の
見
出
し
中
「
法
第
三
十
三
条
第
一
項
各
号
」
を
「
開
発
許
可
の
基
準
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
三
十

三
条
第
二
項
」
の
下
に
「
（
法
第
三
十
五
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
加
え
、



「
同
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
法
第
三
十
三
条
第
一
項
第
二
号
（
法
第
三
十
五
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
中
「
同
条
第
一
項
第
三
号
」
の
下
に
「
（
法
第
三
十
五
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
」
を
加
え
、
同
条
各
号
中
「
排
出
で
き
る
」
を
「
排
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
中
「
同
条
第
一
項
第
七
号
」
の
下
に
「
（
法
第
三
十
五
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
」
を
加
え
、
同
条
第
三
号
中
「
土
留
」
の
下
に
「
（
次
号
に
お
い
て
「
地
滑
り
抑
止
ぐ
い
等
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、

同
条
第
四
号
中
「
地
表
水
」
の
下
に
「
又
は
地
下
水
」
を
加
え
、
「
又
は
崩
壊
」
を
「
、
崩
壊
又
は
滑
り
」
に
、
「
締
固
め

」
を
「
お
お
む
ね
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
厚
さ
の
層
に
分
け
て
土
を
盛
り
、
か
つ
、
そ
の
層
の
土
を
盛
る
ご
と
に
、

こ
れ
を
ロ
ー
ラ
ー
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
建
設
機
械
を
用
い
て
締
め
固
め
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
地
滑
り
抑
止
ぐ
い

等
の
設
置
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

切
土
又
は
盛
土
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
地
下
水
に
よ
り
崖
崩
れ
又
は
土
砂
の
流
出
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き

が

け

は
、
開
発
区
域
内
の
地
下
水
を
有
効
か
つ
適
切
に
排
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
排
水

施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。



第
二
十
八
条
の
二
中
「
同
条
第
一
項
第
九
号
」
の
下
に
「
（
法
第
三
十
五
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
一
号
た
だ
し
書
中
「
ニ
ま
で
」
の
下
に
「
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
三
十
五
条
の
二
第
四
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
「
や
む
を
え
な
い
」
を
「
や
む
を
得
な
い
」
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
中
「
第
七
号
」
の
下
に
「
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
三
十
五
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
」
を
加
え
る
。

第
二
十
九
条
の
二
の
見
出
し
を
「
（
条
例
で
技
術
的
細
目
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
制
限
を
強
化
し
、
又
は
緩
和
す
る
場
合

の
基
準
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
三
十
三
条
第
三
項
」
の
下
に
「
（
法
第
三
十
五
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
る
。

第
二
十
九
条
の
三
の
見
出
し
を
「
（
条
例
で
建
築
物
の
敷
地
面
積
の
最
低
限
度
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
場
合
の
基
準
）

」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
三
十
三
条
第
四
項
」
の
下
に
「
（
法
第
三
十
五
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

。
）
」
を
加
え
る
。

第
二
十
九
条
の
四
の
見
出
し
を
「
（
景
観
計
画
に
定
め
ら
れ
た
開
発
行
為
に
つ
い
て
の
制
限
の
内
容
を
条
例
で
開
発
許
可

の
基
準
と
し
て
定
め
る
場
合
の
基
準
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
三
十
三
条
第
五
項
」
の
下
に
「
（
法
第
三
十
五
条



の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
政
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
宅
地
造
成
等
規
制
法
第
八
条
第
一
項
本
文
の
許
可
を

受
け
た
宅
地
造
成
に
関
す
る
工
事
又
は
施
行
日
前
に
同
項
若
し
く
は
同
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
許
可
の

申
請
に
係
る
宅
地
造
成
に
関
す
る
工
事
で
あ
っ
て
こ
の
政
令
の
施
行
の
際
許
可
若
し
く
は
不
許
可
の
処
分
が
さ
れ
て
い
な
い

も
の
の
技
術
的
基
準
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
令
第
五
条
第
三
号
及
び
第

十
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
条

施
行
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
令
第
十
八
条
に
規
定
す
る

地
下
水
を
排
除
す
る
た
め
の
排
水
施
設
の
全
部
又
は
一
部
の
除
却
の
工
事
を
行
お
う
と
す
る
者
に
関
す
る
宅
地
造
成
等
規
制

法
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
そ
の
工
事
に
着
手
す
る
日
の
十
四
日
前
ま
で
に
」
と
あ
る
の



は
、
「
あ
ら
か
じ
め
」
と
す
る
。

（
都
市
計
画
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条

施
行
日
前
に
都
市
計
画
法
第
二
十
九
条
又
は
第
三
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
許
可
の
申
請
で
あ
っ
て
、
こ

の
政
令
の
施
行
の
際
、
許
可
又
は
不
許
可
の
処
分
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
係
る
許
可
の
基
準
に
関
す
る
技
術
的
細
目
に
つ

い
て
は
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
都
市
計
画
法
施
行
令
第
二
十
八
条
第
四
号
及
び
第
七
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず

、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。



理

由

宅
地
の
安
全
性
の
確
保
を
図
る
た
め
、
宅
地
造
成
に
関
す
る
工
事
の
技
術
的
基
準
と
し
て
、
盛
土
を
す
る
場
合
に
お
い
て
は

、
お
お
む
ね
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
厚
さ
の
層
に
分
け
て
土
を
盛
り
、
か
つ
、
そ
の
層
の
土
を
盛
る
ご
と
に
、
こ
れ
を

建
設
機
械
を
用
い
て
締
め
固
め
る
こ
と
等
を
追
加
し
て
定
め
る
等
の
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。


